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生長の家相愛会東京第一教区IT対策部/環境問題対策部発行
毎度お馴染みの台風の季節

に成りましたが、余り有難

くない、訪問者です。

其れにも増してアメリカの

ハリケーンは、ご存じの様に

大変な被害を出しました。

慎んで御冥福をお祈りいた

します。　　　　　　　　

　　

　　相愛会環境問題編集部
平成17年9月11日発行.第021號

《東京第一教区》http://homepage3.nifty.com/souaikai-tokyo/

《現代は親子の会話が大切な時代。そして次に大切な事は親子で環境を語る事では無いでしょうか。》

エコちゃんの《かんきょうガイ
ド旅行/全国へ、世界へ！！》

《環境》
「今日は、博士。皆さん。」
「ようやく涼しくなってきおっ
たわい。」
「博士。」
「今日は何の話かいな。」
「はいはい。先日9月9日に天皇、
皇后両陛下と、紀宮さまは、横浜港
大黒ふ頭へ、海洋研究開発機構所
有の地球深部探査船『ちきゅう』
を御視察されたそうです。」
「ほう、それは初耳。あの船が
もう、完成して居たか。」
「五万七千五百トンです。」
「世界最大で海底下七千五百メー
トルまで掘削出来るそうです。」
「両陛下、紀宮さまは内部の施
設を、御熱心にご見学なされた
そうです。」
「そう云えば、エコ君。」
「何でしょう。」
「君は九月九日の事を知ってい
るかね。」
「さて、」

「九月九日は重陽（ちようよう）
〔陽数である九が重なることか
ら〕五節句の一。陰暦九月九日
に行われる節会(せちえ)。
平安時代には宮中の年中行事と
なって観菊の宴が催された。菊
の節句。重九。」「日本では余

り好まれない数字の九も、皇室
では目出度い事なんじゃ。」
「昔の菅原道真公の、おうたに
《重陽後一日》と云うのがあっ
た。」
「帝の御徳を偲んだ和歌じゃ。
ちょっと話が逸れたかな。」
《環境》
「博士。」「今度は何かな。」
「北アルプスから流れ出る雪解
け水が流れ下りやがて富山湾に
流れ下り、海底３５０メートル
に海洋深層水となり、今、富山
県選定の《とやまの名水》として
脚光を浴びているそうです。」
「一度飲んでみたいのう。」
「博士はいつも健康指向派です
よね。」
「そんな綺麗な環境を破壊しち
ゃいかん。」
《環境》
「アメリカのノースキャロライ
ナ大学の調査グループがアメリ
カ降雪地帯３箇所で冬期に行わ
れる凍結防止策の溶雪用の岩塩
が地域の環境を悪化させて居る
と発表したそうです。」
「未だ暑い日もあるが、いずれ
やって来るのは冬将軍。」

「近隣の湖沼や、
河川の塩化物含
有量が相当上がっ
て居るそうです。」
「何か明るい
話題は無いの
かい。」
《エネ》
「そうですね。アメリカですが、
ペンシルバニア大学のチームが
、バックパック型の発電機を開
発したそうです。」
「それは。」

「何でもリュック型の発電機で
背負って居る人間の歩き運動で
発電し、携帯用のパソコン機器
を作動できるそうです。」
「うん。其れは面白い。」
《環境》
「そう云えば博士。」
「何じゃい。」
「将来の太陽系の宇宙開発に愈
々企業が動き始めたそうです。」
「成る程。商売に成るのかいな。」
「米フォーフロンティアズ社
(4Frontiers：「4」は地球、月、
火星および主小惑星帯を意味す
る）で火星で建材や、エネルギ
ーを調達して、その他の天体で
の建築業をバックアップするそ
うです。」
「長生きはするもんじゃ。」
「でも、気が遠くなる話しで
すね。」
《環境》
「博士。」「何じゃい。」
「とってもホットなニュースです。」
「ほう。」「米海洋大気局
（NOAA）からのニュースです。
太陽の観測史上五番目のフレア
（爆発）をアメリカの観測衛星が
撮影したそうです。」
「其れは大変かな。フレアは太
陽彩層の小部分が、数秒から一
時間たらずの間、閃光を発する
現象。太陽大気中の急激な電磁
的変化による。しばしば強い太
陽風を発し、地球大気上層およ
び地磁気に影響を与える。太陽
面爆発。ちょっと難しかったか
な。ま、余り深刻に考えんでも
良いじゃろう。確かにホットな
ニュースじゃ。」

JAF「セーフティドライブとエコロジー」
交通安全環境活動
http://www.jaf.or.jp/safety/


